
　

我
が
国
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化

の
遅
れ
が
顕
在
化
し
た
。
我
が
国
が
世
界
最
先
端
の

デ
ジ
タ
ル
国
家
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
施
策
の
推
進
や
行
政
運
営
の

効
率
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
経
団
連
で
は
２
０
２
０
年

12
月
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
政

策
の
方
向
性
や
企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
関
す

る
提
言
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
エ
コ

ノ
ミ
ー
政
策
の
あ
り
方
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
本
稿

で
は
、
提
言
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

求
め
ら
れ
る
政
策

　

⑴ 

行
政
の
Ｄ
Ｘ

　

Society 5.0

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
が
急
務
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
は
民
間
経
済
活
動
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
前
提
と
な
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
強
力
な
推

進
体
制
を
構
築
し
て
国
・
地
方
を
通
じ
て
デ
ジ
タ
ル

化
３
原
則
（
注
１
）を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
経
団
連
で
は
、

２
０
２
０
年
９
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
に
向
け

た
緊
急
提
言
」
を
公
表
し
、
司
令
塔
で
あ
る
「
内
閣

デ
ジ
タ
ル
局
」
を
内
閣
官
房
に
、
実
行
組
織
で
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
を
内
閣
府
に
設
置
す
る
こ
と
が
有

効
と
し
た
。
新
た
に
政
府
に
設
置
さ
れ
る
組
織
は
、

国
と
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
施
策
や
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど

を
一
元
的
に
担
い
、
予
算
の
一
括
計
上
お
よ
び
行
政

各
部
に
対
す
る
指
揮
命
令
権
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

新
組
織
の
も
と
で
行
政
各
部
に
お
け
る
業
務
を
デ

ジ
タ
ル
前
提
で
見
直
し
・
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、

書
面
・
対
面
を
求
め
る
全
て
の
行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
押
印
や
印
紙
貼
付
の
省
略
を
実
現
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
手
続
き
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
登
記
印
・
登
録
印
を

必
要
と
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
例

外
と
せ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人
確
認
を
積
極
的

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⑵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
徹
底
活
用

　

迅
速
・
正
確
な
本
人
確
認
を
可
能
と
し
、
行
政
手

続
き
コ
ス
ト
の
削
減
や
民
間
事
業
の
高
度
化
を
通
じ

た
社
会
の
効
率
化
、
個
人
や
世
帯
の
実
情
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
可
能
と
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、Society 5.0

の
実
現
を
支

え
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、
徹
底
的
な
活
用
が
不
可
欠

で
あ
る
。
公
的
個
人
認
証
機
能
が
標
準
搭
載
さ
れ
て

お
り
、
今
後
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
本
人
認
証
の
場
面

が
増
加
す
る
う
え
で
必
須
の
ツ
ー
ル
と
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
進
す
る
に
は
、
運
転
免

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
政
策
の

あ
り
方
に
関
す
る
提
言

（注１）デジタル手続法が掲げる「デジタルファースト」
「ワンスオンリー」「コネクテッド・ワンストップ」
の３つの原則。
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許
証
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
元
化
、

発
行
・
交
付
体
制
の
強
化
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
収
集
・
提

供
・
保
管
な
ど
の
制
限
や
罰
則
は
、
特
定
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
事
業
者
に
負
担
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
ほ

か
、
国
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
す
る
無
用
の
不
安

を
招
い
て
い
る
。
仮
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
流
出
し
て

も
個
人
情
報
が
流
出
す
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
、
特

企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み

　

⑴ �

民
間
経
済
活
動
に
お
け
る 

書
面
・
押
印
・
対
面
の
見
直
し

　

法
令
等
に
基
づ
か
な
い
社
内
手
続
き
を
は
じ
め
と

す
る
商
慣
行
に
つ
い
て
は
、
業
務
効
率
化
・
生
産
性

向
上
に
向
け
、
企
業
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
書

面
・
押
印
・
対
面
の
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。各
企
業
に
は
、「
押
印
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
」

（
２
０
２
０
年
６
月
19
日　

内
閣
府
・
法
務
省
・
経

済
産
業
省
）な
ど
を
参
考
に
、
自
主
的
か
つ
積
極
的

な
書
面
・
押
印
・
対
面
の
見
直
し
を
期
待
し
た
い
。

　

⑵ 

個
人
デ
ー
タ
の
適
正
な
利
用

　

様
々
な
場
面
に
お
い
て
個
人
デ
ー
タ
を
利
活
用
す

る
う
え
で
前
提
と
な
る
の
は
、
個
人
の
信
頼
を
得
る

こ
と
で
あ
る
。
経
団
連
は
２
０
１
９
年
10
月
に
「
個

人
デ
ー
タ
適
正
利
用
経
営
宣
言
」
を
策
定
し
、
経
営

者
が
先
頭
に
立
ち
、
個
人
の
納
得
・
信
頼
を
得
た
う

え
で
個
人
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
謳
っ
た
。

　

事
業
リ
ス
ク
の
低
減
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
安

心
・
安
全
を
担
保
し
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
創
造

に
寄
与
す
る
た
め
、
引
き
続
き
各
社
の
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
取
り
組
み
を
自
主
的
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
が
も
た
ら
す
、
組

織
・
産
業
・
国
境
な
ど
の
様
々
な
垣
根
を
越
え
た
繋

が
り
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く
。
経
団

連
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
日
本
経
済

の
自
律
的
な
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
向
け
て
、

働
き
掛
け
を
続
け
て
い
く
。

定
個
人
情
報
と
個
人
情
報
に
求
め
ら
れ
る
安
全
管
理

措
置
に
基
本
的
な
差
異
が
な
い
こ
と
に
も
鑑
み
、
特

定
個
人
情
報
を
撤
廃
し
、
個
人
情
報
と
同
等
の
位
置

付
け
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⑶ 

個
人
情
報
保
護
法
制
の
一
元
化

　

個
人
情
報
の
保
護
を
図
り
つ
つ
円
滑
な
利
活
用
を

進
め
る
た
め
に
は
、
情
報
を
保
有
す
る
主
体
に
よ
っ

て
異
な
る
規
律
を
課
す
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
主

体
が
同
一
の
規
律
に
服
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
の
検
討
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
３
法

を
統
合
す
る
一
方
、
公
的
部
門
と
民
間
部
門
と
の
規

律
の
相
違
は
基
本
的
に
維
持
し
、
医
療
・
学
術
分
野

の
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
て
の
み
民
間
と
同
等
の

規
律
を
適
用
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。
た
と

え
３
法
が
一
元
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
規
律
の
差
異

が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
は
国
会
の
要
請
（
注
３
）に
基
づ
く
３

法
の
統
合
と
し
て
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
、

民
間
・
国
の
行
政
機
関
・
独
立
行
政
法
人
等
・
地
方

公
共
団
体
の
規
律
が
完
全
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
必
要
最
小
限
の
独
自
の

保
護
措
置
を
認
め
る
場
合
に
は
、
円
滑
な
個
人
デ
ー

タ
の
流
通
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
既
存
の
３

法
を
統
合
し
て
新
た
に
制
定
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護

法
に
お
い
て
厳
格
な
要
件
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
統
一
し
た
官
民
の
規
律
は
個
人
情
報

保
護
委
員
会
が
一
元
的
に
所
管
し
、
条
例
の
上
乗

せ
・
横
出
し
の
あ
り
方
を
含
め
、
規
律
の
実
効
性
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
併
せ
て
、
条
例
に
お
い
て
規

律
を
上
乗
せ
・
横
出
し
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
は
個
別
に
立
証
す
べ
き
で
あ
る
。

（注２）2020年8月、内閣官房の個人情報保護制度の見直しに関するタスクフォース「個人
情報保護制度の見直しに向けた中間整理」から。 （注３）個人情報の保護に関する法律等
の一部を改正する法律案に対する附帯決議（2020年6月4日　参議院内閣委員会）など。

図表　求められる政策―行政のDX

①政策・施策に関する
予算の一括計上

②行政各部に対する　
指揮命令権

内閣デジタル局
デジタル庁

各
省
庁

各
省
庁

各
省
庁

各
省
庁
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